
２

広
報
は
や
ま
1
月
号

葉　山　町　長

�������

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
や
東
北
地
方
で
発
生
し

た
大
き
な
地
震
、
異
常
気
象
に
よ
る
農
産
物

の
被
害
な
ど
天
災
の
厳
し
さ
を
教
え
ら
れ
た

年
で
し
た
。
一
方
、
国
際
情
勢
は
、
イ
ラ
ク

で
大
規
模
な
戦
闘
が
展
開
さ
れ
、
年
末
に
は

日
本
人
外
交
官
の
尊
い
命
が
テ
ロ
組
織
に

よ
っ
て
奪
わ
れ
た
の
は
衝
撃
的
な
出
来
事
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
非
人
道
的
な
行
為
の
根

絶
を
改
め
て
思
う
と
と
も
に
、
恒
久
的
な
世

�
�
�
�
�
�
�
�

界
平
和
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

暗
い
事
柄
が
続
く
世
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
、
北
島
選
手
が
世
界
水
泳
選
手
権
で

金
メ
ダ
ル
、
大
リ
ー
グ
で
は
松
井
選
手
や
イ

チ
ロ
ー
選
手
が
活
躍
し
、
私
達
に
大
き
な
喜

び
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
世

界
各
国
か
ら
集
う
若
者
の
元
気
な
力
で
、
不

安
定
な
世
相
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
の
秋
に
待
望
の
県
立
近

代
美
術
館
葉
山
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

一
月
二
五
日
ま
で「
も
う
ひ
と
つ
の
現
代
展
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
も
身

近
な
所
で
す
ば
ら
し
い
美
術
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
、
海
辺
の
景
色
と
と
も
に
人
々
の
心

を
癒
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
し
お

さ
い
公
園
や
山
口
蓬
春
記
念
館
と
の
連
携
も

深
め
、
葉
山
の
芸
術
や
文
化
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
海
と
み
ど
り
に
ひ
ろ
が
る
交
流

文
化
の
ま
ち　

葉
山
」
を
将
来
像
に
置
き
、

第
三
次
総
合
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
「
く
れ
竹

の
郷
葉
山
構
想
」
推
進
プ
ラ
ン
は
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
で
誕
生
し
ま
し
た
「
葉
山

ま
ち
づ
く
り
支
援
協
会
」
が
間
も
な
く
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
る
予
定
で
、
新
た

な
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
前
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
校
舎
の
耐
震
事
業
、
教

育
総
合
プ
ラ
ン
の
策
定
、
環
境
保
全
事
業
、

観
光
・
商
工
へ
の
支
援
、
各
種
福
祉
事
業
の

推
進
、
消
防
・
救
急
・
防
災
体
制
の
取
組
み
、

公
共
下
水
道
や
道
路
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
春
に

は
三
浦
半
島
中
央
道
の
上
山
口
・
長
柄
間
が

開
通
し
ま
す
。
そ
の
道
路
を
利
用
し
て
開
通

の
直
前
に
三
浦
半
島
の
物
産
展
を
開
催
し
ま

す
。
道
路
の
開
通
と
と
も
に
新
た
な
人
・
車

の
流
れ
が
始
ま
り
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
地
方
も
国
も
厳
し
い
状
況
に
は

あ
り
ま
す
が
、
葉
山
の
自
然
や
文
化
を
育
み

な
が
ら
、
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
種

施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
年
も
町
民
各
位
の
暖
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

二
〇
〇
四
・
か
な
が
わ
て
れ
び
年
賀
状
〜
市

町
村
長
新
春
挨
拶
〜
Ｔ
Ｖ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
て
一

月
一
日
（
祝
・
木
）
十
時
四
五
分
か
ら
放
送

あ い さ つ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
自
然
界
に
お
い
て
は
六
月
以
降
の

低
温
、
長
雨
、
日
照
不
足
等
の
異
常
気
象
は
、

稲
作
を
は
じ
め
果
樹
等
農
作
物
全
般
に
わ

た
っ
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
動
き
と
し
て
は
、
三
月
末
近
く

に
米
英
軍
が
イ
ラ
ク
に
対
し
本
格
的
な
軍
事

作
戦
を
開
始
し
、
日
本
は
「
日
米
同
盟
の
堅

持
」
の
立
場
と
「
大
量
破
壊
兵
器
が
世
界
に

拡
充
し
て
い
る
。
危
険
な
独
裁
者
が
危
険
な

兵
器
を
持
て
ば
ど
う
な
る
の
か
、
他
人
事
で

は
な
い
」
と
し
て
支
持
し
ま
し
た
。
予
想
を

上
回
る
短
期
間
で
終
結
宣
言
は
さ
れ
た
も
の

の
、
年
の
暮
れ
近
く
に
な
り
日
本
を
名
指
し

し
た
テ
ロ
組
織
の
犯
行
予
告
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
な
か
、
イ
ラ
ク
北
部
で
日
本
外
交
官

二
人
が
車
で
移
動
中
に
襲
撃
を
受
け
殺
害
さ

れ
た
と
の
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
り

ま
し
た
。

　

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
と
と
も

に
、
地
方
政
治
に
果
た
す
べ
き
議
会
、
議
員

の
役
割
が
今
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

分
権
型
社
会
に
お
い
て
は
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
の
明
確
化
、
自
己
決
定
、
自
己
責

任
を
徹
底
す
る
中
で
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ

る
「
住
民
自
治
」、
地
域
の
住
民
が
地
域
の
行

政
や
経
営
に
対
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
、
地
域
の
独
自
性
と
自
律
性
が
確
保
さ

れ
る
と
い
う
「
団
体
自
治
」
の
確
立
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
市
町
村
行
政
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
で「
住
民
と
の
協
働
」が
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
民
の
方
々
が
望
む
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
町
民
自
身
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
す
る
と
い
う
参
画
意
識
を
高
め
る
こ
と
も

重
要
な
使
命
で
あ
り
ま
す
。
二
元
代
表
制
の

観
点
か
ら
議
会
の
役
割
も
政
策
提
言
も
含
め

町
民
の
声
を
議
会
活
動
を
通
し
て
行
政
に
反

映
さ
せ
る
責
任
が
あ
り
、
町
民
の
方
々
と
の

対
話
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
地
方
分
権
時
代
に
あ
っ
て
、
議
員

個
人
の
資
質
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
、
そ
れ
は
総
合
企
画
力
で
あ
り
、
政
策
能

力
で
あ
り
情
報
収
集
力
や
調
査
能
力
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

も
、
重
大
な
議
員
の
責
務
と
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

葉
山
町
議
会
で
は
前
期
よ
り
行
っ
て
お
り

ま
す
「
議
会
改
革
」
を
よ
り
推
し
進
め
る
た

め
、
改
選
後
す
ぐ
に
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
検
討
項
目
の
洗
い
直
し
、
提
出
さ
れ
た

項
目
を
整
理
し
現
行
の
「
三
常
任
委
員
会
制

度
よ
り
二
常
任
委
員
会
制
度
と
す
る
」
等
、

優
先
順
位
を
定
め
て
検
討
を
し
、
議
会
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
議
会
改

革
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町債の現在高
　４５億２，９５２万５千円

平成15年度

上半期

一

般

会

計

　

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳

出
と
も
に
九
三
億
二
、
九
一
〇
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
、
補
正
予
算
を
加
え
た
平
成
十
五

年
九
月
三
〇
日
現
在
の
歳
入
歳
出
の
予
算
現

額
は
九
七
億
二
、
八
六
一
万
四
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
歳
入
は
、
四
九
億
五
、
九
一
五

万
七
千
円
を
収
入
済
み
で
、
収
入
率
は
五

一
・
〇
㌫ 
で
す
。

　

歳
出
は
、
三
九
・
四
㌫ 
に
あ
た
る
三
八
億

三
、
八
一
七
万
二
千
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

財
政
状
況
の
公
表

財務省�
27億9,182万7千円�
（61.6％）�

その他�
5億8,872万4千円�
（13.0％）�銀　行�

2億7,819万3千円�
（6.1％）�

公営企業金融公庫�
1億9,267万2千円�
（4.3％）�

神奈川県�
1,114万7千円（0.2％）�

総務省�
6億6,696万2千円�
（14.7％）�

町債の借入先別内訳

　

平
成
十
五
年
度
上
半
期
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
五
年
九
月
三
〇
日
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
平
成
十
五
年
九
月
三
〇
日
現
在
）

1億�2億�3億�4億�5億�6億� 40億� 90億（円）

合 計 �

町 税 �

地方譲与税�

利 子 割 �
交 付 金 �

地方消費税�
交 付 金 �

ゴルフ場利
用税交付金�

自動車取得
税 交 付 金 �

地 方 特 例 �
交 付 金 �

地方交付税�

分担金及び
負 担 金 �

使用料及び
手 数 料 �

国庫支出金�

県 支 出 金 �

財 産 収 入 �

寄 附 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

町 債 �

交通安全対策
特別交付金�

56億7,671万1千円�
31億3,252万8千円（55.2％）�

7,100万円�
2,001万8千円（28.2％）�

3,700万円�
2,083万8千円（56.3％）�

1億9,000万円�
1億2,913万4千円（68.0％）�

4,000万円�
1,137万6千円（28.4％）�

9,000万円�
2,704万7千円（30.1％）�

2億5,000万円�
2億7,635万円（110.5％）�

6,500万円�
0円（0.0％）�

626万4千円�
337万1千円（53.8％）�

2,772万1千円�
1,485万6千円（53.6％）�

1億8,683万5千円�
8,944万9千円（47.9％）�

3億1,384万4千円�
3,624万9千円（11.6％）�

4億625万2千円�
1億265万8千円（25.3％）�

512万6千円�
250万2千円（48.8％）�

19万円�
0円（0.0％）�

9億7,440万7千円�
5億円（51.3％）�

5億8,206万6千円�
5億8,206万6千円（100.0％）�

2,819万8千円�
1,071万5千円（38.0％）�

7億7,800万円�
0円（0.0％）�

97億2,861万4千円�
49億5,915万7千円（51.0％）�

予算現額�
収入済額�
（収入割合）�

歳入と収入済額

3億�6億�9億�12億�15億�18億�21億� 40億� 90億（円）

合 計 �

議 会 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

農林水産業費�

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

災害復旧費�

公 債 費 �

予 備 費 �

諸 支 出 金 �

総 務 費 �

1億9,802万7千円�
9,617万3千円（48.6％）�

17億9,758万1千円�
6億5,783万2千円（36.6％）�

13億6,680万6千円�
6億2,204万8千円（45.5％）�

19億8,304万8千円�
6億8,484万3千円（34.5％）�

4,114万1千円�
1,837万3千円（44.7％）�

1億5,508万2千円�
7,586万2千円（48.9％）�

16億5,897万円�
6億7,682万2千円（40.8％）�

6億2,715万5千円�
2億6,390万4千円（42.1％）�

12億4,349万4千円�
4億9,607万1千円（39.9％）�

1,854万4千円�
43万3千円（2.3％）�

5億5,479万6千円�
2億4,581万1千円（44.3％）�

8,240万円�
0円（0.0％）�

157万円�
0円（0.0％）�

97億2,861万4千円�
38億3,817万2千円（39.5％）�

予算現額�
支出済額�
（支出割合）�

歳出と支出済額

税負担額
　町民一人あたり　　１７６，６９０円
　町民一世帯あたり　４５２，６１６円
予算額
　町民一人あたり　　３０２，８０８円
　町民一世帯あたり　７７５，６８３円
（人口３２，１２８人・世帯１２，５４２世帯）

2億4,500万円万円�

4億190万円万円�

1億1,937万3千円千円�

�4億7,001万4千円千円�

3億4,154万5千円千円�

4億3,1633,163万5千円千円�

6億1,300万4千円千円�

6億7,212万23千円千円�

7,868万3千円千円�

5億� 10億� （円）�

総務債�

民生債�

衛生債�

土木債�

消防債�

教育債�

減税補てん債�

臨時税収�
補てん債�

臨時財政�
対 策 債 �

特定資金
公共投資
事 業 債 �

農林水産業債�

4億7,001万4千円�

3億4,154万5千円�

2億4,500万円�

341万5千円�

4億3,163万5千円�

6億1,300万4千円�

6億7,212万3千円�

4億1,900万円�

11億3,573万3千円�

7,868万3千円�

1億1,937万3千円�

町債の目的別内訳



５

広報はやま　1月号

財務省�
100億8,953万6千円�

（94.4％）�

神奈川県�
9,295万2千円�
（0.9％）�

公営企業金融公庫�
5億843万2千円�
（4.8％）�

下水道債借入先別内訳 町有財産の現在高
現　　在　　高種　　別
１，０８３，７８０．９６㎡土　　　　　地

公
有
財
産

７７，３４５．４４㎡建　　　　　物
１０５．７５㎡物　　　　　権

１９，０６０，０００円有　価　証　券
４６，２２５，８３７円出資による権利
１６９，６９６，３９８円基 金定額

基金基
金 ４，８１４㎡土 地

３，０２３，３７９，０９４円積　立　基　金

特

別

会

計

国民健康保険料
保険料負担額

　一人あたり　　　　７７，２０５円

　一世帯あたり　　１４６，６７４円

予算額

　一人あたり　　　１８３，７１３円

　一世帯あたり　　３４９，０２０円

　（被保険者１２，９３２人・
被保険者世帯６，８０７世帯）

国
民
健
康
保
険

　

二
二
億
六
、
八
九
四
万
七
千
円
で
ス
タ
ー

ト
し
、
補
正
予
算
を
加
え
た
予
算
現
額
は
二

三
億
七
、五
七
七
万
七
千
円
で
す
。
歳
入
は
、

四
五
・
七
㌫ 
に
あ
た
る
十
億
八
、
五
六
六
万

五
億
一
、
〇
四
九
万
六
千

円
で
す
。
歳
入
は
、四
二
・

一
㌫ 
に
あ
た
る
六
億
三
、

五
九
二
万
五
千
円
を
収
入

し
、
歳
出
は
、
四
〇
・
二

㌫ 
に
あ
た
る
六
億
七
八
九

万
一
千
円
を
支
出
し
ま
し

た
。

下
水
道
事
業

　

二
〇
億
五
、
七
九
七
万

円
（
平
成
十
四
年
度
か
ら

の
繰
越
明
許
分
一
億
五
〇

〇
万
円
）で
ス
タ
ー
ト
し
、

補
正
予
算
及
び
繰
越
明
許

を
加
え
た
予
算
現
額
は
二

二
億
八
、
七
〇
九
万
一
千

円
で
す
。
歳
入
は
、
三

〇
・
五
㌫ 
に
あ
た
る
六
億

九
、
七
四
八
万
九
千
円
を

収
入
し
、
歳
出
は
、
三
二
・

三
㌫ 
に
あ
た
る
七
億
三
、

八
四
三
万
六
千
円
を
支
出

し
ま
し
た
。

歳入と収入済額
収入割合（%）収入済額予算現額区　　分

歳出と支出済額
支出割合（%）支出済額予算現額区　　分

国
民
健
康
保
険

４５．４４５３，０８３９９８，４１３国民健康保険料
３３．３１３使用料及び手数料
４２．１２７３，５３１６４９，６４１国 庫 支 出 金
４２．６１７３，３５０４０６，４６６療養給付費等交付金
０．００１６，４４８県 支 出 金
１５．５３，１５０２０，３０８共同事業交付金
１００．０１１財 産 収 入
２９．０４１，７５３１４４，０８１繰 入 金
１００．０１３９，９１２１３９，９１１繰 越 金
１７５．４８８６５０５諸 収 入
４５．７１，０８５，６６７２，３７５，７７７合 計

４５．３２６，６２３５８，７５４総 務 費
４５．４６１６，９６８１，３５９，８３３保 険 給 付 費
４０．６２７５，２６６６７８，４４２老人保健拠出金
４０．３５５，４４２１３７，４５６介 護 納 付 金
２５．０１３，４９６５３，９９０共同事業拠出金
５５．７３，６２７６，５１２保 健 事 業 費
０．００４０，０００基 金 積 立 金
０．００２４７公 債 費
４．１２６６６，４７４諸 支 出 金
０．００３４，０６９予 備 費
４１．７９９１，６８８２，３７５，７７７合 計

老
人
保
健
医
療

４１．８７３８，７４２１，７６７，１９５支払基金交付金
４５．３２９７，５９９６５７，２７６国 庫 支 出 金
３０．０４９，２８５１６４，３１９県 支 出 金
０．００１７５，５００繰 入 金

１００．０４２，３４９４２，３４９繰 越 金
１６，６００．０６６４４諸 収 入

４０．２１，１２８，６３９２，８０６，６４３合 計

４８．７４，９８３１０，２２５総 務 費

３９．９１，０９９，５４３２，７５３，７２６医 療 諸 費

０．００２４７公 債 費

０．００１０，００１諸 支 出 金

０．００３２，４４４予 備 費

３９．４１，１０４，５２６２，８０６，６４３合 計

介　

護　

保　

険

４６．７１２４，３５７２６６，２７７介 護 保 険 料
０．００１使用料及び手数料
３９．４１３３，０４８３３７，４９８国 庫 支 出 金
４０．６１８０，９１０４４６，１１１支払基金交付金
４０．９７１，２３６１７４，２６２県 支 出 金
７００．０７１財 産 収 入
３６．４９１，０２２２４９，９９８繰 入 金
１００．０３５，３４５３５，３４４繰 越 金
０．００１，００４諸 収 入
４２．１６３５，９２５１，５１０，４９６合 計

４６．７３７，７６５８０，９２６総 務 費

４０．９５６９，９４８１，３９４，１９８保 険 給 付 費

０．００１，４７６財政安定化基金拠出金

０．００１，０００保健福祉事業費

０．００２８，００１基 金 積 立 金

０．００２５０公 債 費

９．７１７８１，８３１諸 支 出 金

０．００２，８１４予 備 費

４０．２６０７，８９１１，５１０，４９６合 計

下
水
道
事
業

５６．２５５，９０９９９，５５６使用料及び手数料
１８．６９６，８００５１９，３１４国 庫 支 出 金
０．００１７，１９８県 支 出 金
４６．２４５０，０００９７５，０００繰 入 金
１００．０８９，７２１８９，７２１繰 越 金

２５２，９５０．０５，０５９２諸 収 入
０．００５８６，３００町 債
３０．５６９７，４８９２，２８７，０９１合 計

２６．９６８，６９３２５５，１９１総 務 費

２５．９３２９，３９２１，２７３，６８５事 業 費

４６．１３４０，３５１７３７，８３５公 債 費

０．００２０，３８０予 備 費

３２．３７３８，４３６２，２８７，０９１合 計

（単位：千円）

七
千
円
を
収
入
し
、
歳
出
は
、
四
一
・
七
㌫

に
あ
た
る
九
億
九
、
一
六
八
万
八
千
円
を
支

出
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
医
療

　

二
七
億
六
、
五
二
九
万
四
千
円
で
ス
タ
ー

ト
し
、
補
正
予
算
を
加
え
た
予
算
現
額
は
二

八
億
六
六
四
万
三
千
円
で
す
。
歳
入
は
、
四

〇
・
二
㌫ 
に
あ
た
る
十
一
億
二
、
八
六
三
万

九
千
円
を
収
入
し
、
歳
出
は
、
三
九
・
四
㌫

に
あ
た
る
十
一
億
四
五
二
万
六
千
円
を
支
出

し
ま
し
た
。

介
護
保
険

　

十
四
億
八
、
〇
一
五
万
二
千
円
で
ス
タ
ー

ト
し
、
補
正
予
算
を
加
え
た
予
算
現
額
は
十

特　

集


